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研究成果の概要 

本研究では、膜分離活性汚泥法（MBR法）の膜の目詰まり（膜ファウリング）の原因となるバイオフィ

ルムにおいて、その形成に重要な役割を果たす細菌の解析と分離培養を試み、ファージによるバイオフ

ィルム形成細菌の殺傷によるバイオフィルム形成抑制を目的としている。本年度は、まず実下水を処理

する MBR の運転を行い膜ファウリング発生時のバイオフィルムを採取し、現場培養法や各種条件の平

板培養などを用いてバイオフィルム形成細菌の分離培養を行った。また、分離菌株のバイオフィルム形

成能の評価を行った。その結果、10 株以上のバイオフィルム形成細菌の分離に成功し、バイオフィル

ム形成能の評価を行ったところ、サンプルを採取した現場条件に近い濃度の薄い培地を用いると、バイ

オフィルム形成能が高くなる細菌が存在していることを明らかにした。それらの細菌の中には、通常濃

度の培地ではゲル状の細胞外物質をほとんど分泌しないが、低濃度の培地ではゲル状の細胞外物質を

多量に分泌する株が存在した。その中から、特に特徴的なゲル状バイオフィルムを形成する微生物につ

いて、ゲノム配列の決定など詳細な解析を行った。 

本研究では、バイオフィルム形成細菌をファージを用いて殺傷することでバイオフィルム形成を抑制

出来るのではないかとの仮説に基づき、バイオフィルム形成細菌に感染するファージの分離を行った。

上述のバイオフィルム形成細菌に感染するファージを活性汚泥より分離するため、各種前処理方法を

検討し、分離方法を確立した。分離した Stenotrophomonas属細菌の一株をモデルとし、この菌株に感

染するファージの分離を行い複数種のファージの分離に成功した。分離したファージを用いる事でバ

イオフィルム形成量を減少させることができる事を確認した。 
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